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さらに仮想化を進め、プライベートクラウドを実現

VMwareのサーバ仮想化製品を導入し始めてから5年余り、仮想化の効果は様々な形で現れています。

最大の効果は、短期間でのアプリケーション開発やサーバの安定性、直感的に使うことができる使いやすさな

どについて、インフラ担当部門だけではなくアプリケーション開発担当をはじめとする各部門が実感していること

です。

「新規アプリケーションは仮想化するという方針が会社全体に浸透してきており、各部門も抵抗感なく使うよう

になってきています」（吉田氏）。

インフラ担当部門では、設計しやすく、少ないリソースでスタートでき、必要になれば適宜リソースを追加すれば

よいという仮想化独自の柔軟性の高さが評価されています。その結果、サーバ導入時の手間が減ると共に、

ユーザへはより早く提供できるようになったことが歓迎されるというメリットが生まれています。

こうした成果を踏まえて、2010年末までにはさらに200台余りをVMware製品で仮想化し、2012年末には新規

に開発されるアプリケーションサーバの8割は仮想化する計画です。

もちろん、キリンビジネスシステムでは、常に新しい技術を活用してシステムを開発、運用していくという基本的

な考え方を持っており、VMware vSphere 4の導入についても積極的です。

「古い製品を使っていて、よいことはひとつもありません。古い製品で障害が発生しても直しようがありませんが、

新しい製品であれば、ベンダーと協議の上対応してもらって改良してもらうことができます。ですから、VMware 

vSphere 4はできるだけ早く導入し、新しい機能もどんどん使っていく考えです」（吉田氏）。現在稼動中の環境

も順次VMware vSphere 4へ移行し、より堅牢で柔軟性の高いプライベートクラウド構築を進めることで、今後4

年間で合計500台近くの物理サーバがこのクラウド上で稼動する計画です。

「導入にあたっては、新しいアプリケーションはまず仮想化するという形で、

きちんとルールを決めることが大切です。優先順位を明確化することによっ

て、大きなメリットが出ます」

                                                           キリンビジネスシステム株式会社

                               情報技術統括部　インフラ技術管理グループ　リーダー

                                  　　　　　　　                                     池本　聡氏

バの消費電力を減らすために、一段と仮想化を推進し始めました。同社のデータセンタにはIAサーバが約800

台ありますが、依然として1台の物理サーバ上でひとつの業務アプリケーションを稼働させているケースが多い

ことが、サーバ台数削減への待ったなしの課題となっているため、「仮想化ファーストポリシー」のもと、継続し

て積極的な仮想化によるサーバ統合を進めています。
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こうして、VMware Infrastructure 3によるサーバ

仮想化を推進した結果、2009年9月の段階で、

12台のVMware ESX上で130台弱の仮想サーバ

が稼働しています。さらに、2009年末までには、

新しく9台のESXを導入、約100台の物理サーバ

を仮想化し、合計21台のVMware Infrastructure 

3上で、約230台の仮想サーバを動作させる予

定です。

「VMwareの仮想化基盤は、現状では余力をまだまだ残した形で導入していますので、部門やシステムの種

類を問わず、新しいアプリケーションは開発したものから、区別せずどんどん載せていきます」（池本氏）。
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